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１ 
 

佐
古

さ

こ

川 が
わ

遺
跡

い

せ

き 

 
丸
亀
市
綾
歌
町
南
部
の
高
見
峰
（
た
か
み
ぼ
う
）
や
猫

山
（
ね
こ
や
ま
）
の
麓
か
ら
北
方
に
延
び
る
丘
陵
先
端
部

付
近
に
広
が
る
集
落
跡
で
す
。
丸
亀
平
野
の
東
南
端
に
あ

た
る
こ
の
場
所
は
、
西
側
か
ら
北
側
に
大
束
川
水
系
の
猫

谷
川
、
中
大
束
川
が
流
れ
て
お
り
、
西
部
や
北
部
と
分
断

さ
れ
る
立
地
と
な
り
ま
す
。 

平
成
八
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

溝
跡
数
条
、
建
物
跡
数
棟
及
び
窯
跡
一
基
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
各
遺
構
の
所
属
す
る
時
代
は
様
々
で
、
縄
文
時
代

晩
期
か
ら
中
世
ま
で
継
続
し
て
造
営
さ
れ
た
複
合
遺
跡
で

す
。 

【
縄
文
時
代
晩
期
】 

中
央
に
炉
を
有
す
る
掘
立
柱
建
物

跡
一
棟
と
甕
な
ど
の
土
器
が
多
量
に
出
土
。
当
時
は
、

こ
の
建
物
以
北
が
流
域
と
な
る
た
め
、
南
部
に
集
落
が

展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

【
弥
生
時
代
前
期
】
土
器
片
を
多
く
包
含
す
る
溝
跡
が
確

認
さ
れ
た
が
建
物
遺
構
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

弥
生
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
大
規
模
造
成
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

【
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
前
期
】
最
も
遺
構
密
度
が

濃
い
。
先
に
行
わ
れ
た
大
規
模
造
成
に
よ
っ
て
地
盤
が

安
定
し
た
こ
と
に
よ
り
定
住
化
が
進
ん
だ
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
多
量
の
土
器
片
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
溝
跡

や
掘
立
柱
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
肩
幅
四
メ
ー

ト
ル
を
超
す
大
型
の
溝
は
、
環
濠
と
し
て
の
役
割
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

【
古
墳
時
代
】
竪
穴
建
物
跡
数
棟
を
発
見
。
素
焼
き
窯
跡

を
併
設
す
る
も
の
も
確
認
。
木
板
の
加
工
技
術
に
優
れ

て
い
た
よ
う
で
、
コ
の
字
に
加
工
さ
れ
た
樋
状
の
加
工

品
が
出
土
。 

い
ず
れ
の
時
代
も
、
集

落
本
体
は
南
部
に
展
開
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

ま
た
、
南
に
は
平
尾
墳

墓
群
、
東
に
は
石
塚
山
古

墳
群
と
い
っ
た
弥
生
時
代

後
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭

に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
墳

墓
群
が
所
在
す
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
に
関
連
す
る

集
落
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

佐古川遺跡全景  
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２ 

石
塚
山

い
し
づ
か
や
ま

古
墳
群 

 

南
部
連
山
か
ら
北
部
に
派
生
す
る
丘
陵
先
端
部
に
所
在

す
る
墳
墓
群
。
西
側
に
は
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
中
世
に
か

け
て
営
ま
れ
て
き
た
大
集
落
で
あ
る
佐
古
川
遺
跡
が
展
開

し
、
北
に
は
弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
築
造
さ

れ
た
大
周
溝
墓
群
で
あ
る
佐
古
川
・
窪
田
遺
跡
が
広
が
り

ま
す
。 

石
塚
山
古
墳
群
は
、
丘
陵
上
に
築
か
れ
た
五
基
の
墳
墓

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
内
、
一
基
は
円
墳
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
未
調
査
で
詳
細
は
不
明
で
す
。
残
り
の
四
基

に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
詳
細
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

【
第
一
号
】
前
方
後
方
墳 

 

古
墳
時
代
前
期
前
葉
以
降
の
築
造
で
、
竪
穴
式
石
室
と
箱

式
石
棺
の
二
基
の
主
体
部
を
有
す
る
。
出
土
遺
物
は
無
い
。 

【
第
二
号
】
円
墳 

 

古
墳
時
代
前
期
初
頭
～
前
葉
の
築
造
で
、
四
基
の
主
体
部

を
有
す
る
。
第
一
号
主
体
部
は
、
竪
穴
式
石
室
で
鉄
剣
二

本
が
出
土
。
第
二
号
主
体
部
は
、
形
式
不
明
。
第
三
号
主

体
部
は
壺
棺
。
第
四
号
主
体
部
は
、
配
石
土
壙
。
二
～
三

号
か
ら
遺
物
の
出
土
は
無
い
。
墳
丘
か
ら
土
師
器
片
が
出

土
し
た
。 

【
第
三
号
】
前
方
後
円
形
墳
丘
墓 

 

弥
生
時
代
終
末
期
～
古
墳
時
代
初
頭
の
築
造
で
、
三
基

の
主
体
部
を
有
す
る
。
第
一
号
主
体
部
は
、
竪
穴
式
石

室
で
鉄
片
が
出
土
し
た
。
第
二
号
主
体
部
は
、
竪
穴
式

石
室
で
出
土
遺
物
は
無
い
。
第
三
号
主
体
部
は
、
土
壙

墓
で
土
器
片
が
出
土
し
た
。
墳
丘
か
ら
弥
生
土
器
片
が

微
量
に
出
土
し
て
お
り
、
新
し
い
遺
物
が
含
ま
れ
な
い

佐古川遺跡：弥生時代後期の環濠  
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こ
と
か
ら
墳
丘
墓
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

【
第
四
号
】
方
形
墳
丘
墓 

 
弥
生
後
期
後
葉
以
前
の
築
造
で
、
土
壙
墓
一
基
が
確
認
さ

れ
た
。
刀
子
が
出
土
。 

  

   

     

  

３ 

金
毘
羅

こ

ん

ぴ

ら

街
道

か
い
ど
う 

高
松
道 

 

自
由
に
他
国
（
他
県
）
に
行
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
江
戸
時
代
、
人
々
に
と
っ
て
象
頭
山
金
毘
羅
大
権
現
（
現

在
の
金
刀
比
羅
宮
）
な
ど
の
神
社
や
お
寺
に
詣
る
こ
と
だ

け
が
幕
府
か
ら
許
さ
れ
た
大
き
な
楽
し
み
で
し
た
。 

 

金
毘
羅
参
詣
の
た
め
に
、
特
に
よ
く
利
用
さ
れ
た
の
が

五
街
道
（
丸
亀
街
道
・
多
度
津
街
道
・
土
佐
伊
予
街
道
・

阿
波
街
道
・
高
松
街
道
）
で
す
。
綾
歌
町
内
に
は
、
高
松

街
道
が
東
西
に
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
街
道
は
、
城
下
町

高
松
の
常
磐
橋
（
三
越
デ
パ
ー
ト
の
玄
関
辺
り
）
を
出
発

し
、
岡
本
→
滝
宮
→
綾
歌
町
内
→
榎
井
→
金
毘
羅
へ
と
続

い
て
い
ま
し
た
。
街
道
に
は
旅
人
が
迷
わ
な
い
よ
う
に
、

道
標
が
設
け
ら
れ
た
り
、
道
を
明
る
く
照
ら
す
燈
籠
も
数

多
く
立
て
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。 

 

羽
床
か
ら
山
裾
沿
い
に
町
内
に
入
っ
た
旅
人
は
御
茶
園

の
茶
堂
で
一
息
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
茶
堂
に
は
、

今
は
住
吉
神
社
の
境
内
に
移
築
さ
れ
て
い
る
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
に
建
て
ら
れ
た
灯
籠
が
あ
り
、
人
々
に
お

茶
の
接
待
を
し
て
い
ま
し
た
。
茶
堂
を
あ
と
に
、
香
川
郡

山
崎
村
の
久
利
氏
が
建
立
し
た
地
蔵
を
横
目
に
丘
陵
を
下

る
と
、
地
蔵
を
浮
彫
り
に
し
た
道
標
「
右
丸
亀
・
左
金
毘

羅
」
が
立
っ
て
い
ま
す
。 

↑ 

石
塚
山
古
墳
群 

第
二
号
墳
竪
穴
式
石
室
の

基
礎
構
造 

↓ 

石
塚
山
古
墳
群 

第
三
号
墳
の
竪
穴
式
石
室 
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栗
熊
の
馬
指
に
は
、
藩
主
が
休
憩
す
る
御
殿
や
馬
を
乗

り
換
え
る
馬
継
所
が
設
け
ら
れ
、
人
夫
が
必
要
な
時
は
裏

の
城
山
に
登
り
ホ
ラ
貝
を
吹
い
て
集
め
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
建
て
ら
れ
た
一
丁
地
灯
籠

を
す
ぎ
、
中
大
束
川
を
渡
る
と
、
難
所
の
専
立
寺
坂
が
待

ち
か
ま
え
て
い
ま
す
。
坂
を
下
っ
て
少
し
進
む
と
、
藩
主

が
大
変
気
に
入
っ
た
饅
頭(

ま
ん
じ
ゅ
う)

屋
が
あ
っ
た
天

満
の
集
落
に
出
ま
す
。
こ
こ
に
あ
る
地
蔵
も
久
利
氏
の
建

立
に
よ
る
も
の
で
す
。「
駒
止
地
蔵
」
の
あ
る
一
本
木
や
大

き
な
自
然
石
の
灯
籠
の
あ
る
宿
母
に
は
宿
屋
も
あ
っ
て
、

周
辺
に
は
、
酒
屋
・
饅
頭
屋
・
醤
油
屋
・
う
ど
ん
屋
・
餅

屋
・
提
灯
屋
・
豆
腐
屋
な
ど
が
建
ち
並
び
大
変
賑
わ
っ
た

よ
う
で
す
。 

天
神
の
集
落
を
抜
け
る
と
、
こ
こ
か
ら
の
道
は
二
つ
の

ル
ー
ト
に
分
か
れ
ま
す
。
通
称
「
廻
り
池
」
を
廻
る
コ
ー

ス
と
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
道
が
開
通
し
「
金

毘
羅
・
大
川
道
・
明
治
四
十
三
」
の
道
標
が
あ
る
市
地
の

集
落
を
通
る
コ
ー
ス
で
す
。
道
は
や
が
て
赤
坂
で
合
流
し
、

「
右
高
松
・
左
琴
平
」「
丸
可
免(

ま
る
が
め)

道
三
里
」
の

道
標
を
過
ぎ
、
二
つ
の
灯
籠
を
見
な
が
ら
坂
を
上
る
と
延

命
寺
の
茶
堂
が
見
え
て
き
ま
す
。 

 

 

４ 

金
毘
羅
街
道 

住
吉

す
み
よ
し

の
道

標

み
ち
し
る
べ 

栗
熊
東
・
住
吉
（
旧
高
添
集
落
）
の
住
吉
神
社
神
事
場

の
す
ぐ
南
側
を
金
毘
羅(

こ
ん
ぴ
ら)

街
道
が
通
っ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
辺
り
は
、
国
道
三
十
二
号
と
離
れ
て
い
る
た
め
旧

態
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
こ
で
、
東
か
ら
来
た
道
が
左
右
二
つ
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
分
岐
点
に
、
地
蔵
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
道

標
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

地
蔵
の
下
面
中
央
に
「
先
祖
代
々
為
菩
堤
之
」
、
そ
の
右

に
「
右
丸
亀
」
、
左
に
「
左
金
毘
羅
」
と
彫
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
右
へ
行
け
ば
、
飯
山
町
上
法
軍
寺
を
通
っ
て
丸
亀

へ
、
左
へ
行
け
ば
、
金
刀
比
羅
宮
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る

と
案
内
し
て
い
ま
す
。 

        

住吉の道標  
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「
道
標(

み
ち
し
る
べ)

」
と
は
、
街
道
を
往
来
す
る
人

が
道
程
を
知
る
た
め
、
あ
る
い
は
道
に
迷
わ
な
い
た
め
の

目
印
と
し
て
作
ら
れ
る
も
の
で
す
。 

 

素
朴
な
も
の
と
し
て
は
、
道
中
の
要
所
要
所
に
柴(

し

ば)

を
供
え
、
道
の
守
護
神
に
祈
願
す
る
信
仰
が
あ
り
ま
し

た
。
近
世
に
な
っ
て
街
道
が
整
備
さ
れ
て
く
る
と
、
一
里

塚
が
築
か
れ
、
そ
こ
に
樹
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
樹
木

の
種
類
は
、
榎(

え
の
き)

・
松
・
椋(

む
く)

・
栴
壇(

せ
ん

だ
ん)

な
ど
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

讃
岐
で
は
、
八
十
八
か
所
の
遍
路
、
金
毘
羅
参
詣
が
盛

ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
石
造
の
も
の
が
多
く
な
り
、「
従
是

○
○
○
」
と
か
「
○
○
寺
○
○
丁
」
な
ど
と
刻
ま
れ
た
道

標
や
丁
石
、「
金
毘
羅
大
権
現
」
と
彫
ら
れ
た
金
毘
羅
灯
籠

や
地
蔵
な
ど
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
山
口
県
の
中
務
茂

兵
衛
の
よ
う
に
、
四
国
遍
路
を
二
百
八
十
回
行
い
、
県
内

で
六
十
八
基
の
道
標
を
建
て
た
人
も
い
ま
す
。 

 

住
吉
の
道
標
も
、
先
祖
代
々
の
冥
福(

め
い
ふ
く)

を
祈

る
心
か
ら
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

 

 

５ 

円 え
ん

福
寺

ぷ

く

じ

跡 

 

宝
地
山
仁
寿
院
円
福
寺
と
称
し
、
京
都
の
真
言
宗
大
覚

寺
末
寺
で
あ
る
。
醍
醐
天
皇
御
宇
、
聖
宝
僧
正
（
理
源
大

師
）
の
建
立
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
立
証
す
る
も
の
が
あ
り

ま
せ
ん
。
明
治
時
代
の
初
め
ご
ろ
に
廃
寺
に
な
り
ま
し
た
。 

本
尊
は
、
木
造
十
一
面
観
音
菩
薩
、
千
体
地
蔵
、
阿
弥

陀
如
来
、
両
宝
童
子
、
不
動
明
王
、
弘
法
大
師
御
影
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
歴
代
住
職
の
内
、
正
徳
（
一
七
一
一
～
一
六
）

以
降
の
墓
が
数
か
所
に
分
け
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

護
摩
堂
は
、
現
在
の
住
吉
神
社
境
内
に
移
転
さ
れ
、
神

庫
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
護
摩
堂
の
鬼
瓦

の
裏
に
は
「
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
、
四
六
代
円
福
寺

住
快
慧
（
か
い
け
い
）
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

富
熊
の
吉
祥
寺
に
あ
る
十
一
面
観
音
厨
子
の
棟
札
に
も

「
四
十
六
代
住
持
法
印
快
慧
（
か
い
け
い
） 

奉
秋
五
十

二
才 

元
禄
十
二
（
一
六
九
九
）
年
十
二
月
十
八
日
」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
円
福
寺
に
関
連
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
円
福
寺
の
本
尊
で
あ
っ
た
十
一
面
観
音
菩
薩

が
吉
祥
寺
に
移
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

６ 

地
蔵
尊 

 

元
々
は
、
現
在
地
か
ら
約
八
十
メ
ー
ト
ル
東
の
宮
池
北

堤
の
西
橋
付
近
に
配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
整
備
に
併
せ

て
現
地
に
移
転
し
ま
し
た
。 
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以
前
は
、
金
毘
羅
参
詣
で
高
松
道
を
往
来
す
る
人
々
を

接
待
す
る
茶
堂
が
あ
り
、
そ
こ
で
人
々
を
見
守
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。 

付
近
で
は
、
弘
法
大
師
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
お
茶
の

種
が
蒔
か
れ
育
て
ら
れ
、「
弘
法
茶
」
と
し
て
重
宝
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
付
近
は
「
御
茶
園
」
と
の

地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

住
吉
神
社
の
登
り
口
に
建
っ
て
い
る
金
毘
羅
燈
籠
は
、

御
茶
園
茶
堂
の
横
に
建
っ
て
い
た
も
の
で
、
明
治
初
年
（
一

八
六
八
）
に
現
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
、
住
吉
公
民
館
に
茶
釜
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

              

 

７ 

快 か
い

天
山

て
ん
や
ま

古
墳 

（
国
史
跡 

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
指
定
） 

 
綾
歌
町
富
熊
の
北
東
端
で
坂
出
市
府
中
と
境
を
供
す
る

横
山(
よ
こ
や
ま)

山
麓
か
ら
南
に
向
か
っ
て
派
生
す
る
丘

陵
を
辿
る
と
、
富
熊
字
畑
田
と
栗
熊
東
字
若
狭
の
境
界
部

で
丘
陵
の
南
先
端
部
に
な
り
ま
す
。
平
野
か
ら
見
る
と
少

地蔵尊  

御茶園茶道の茶釜  
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し
高
ま
り
を
持
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
快
天
山
古
墳
が
築
か

れ
て
い
ま
す
。 

快
天
山
古
墳
は
、
今
か
ら
約
一
七
〇
〇
年
前
（
古
墳
時

代
前
期
前
半
）
に
築
造
さ
れ
た
前
方
後
円
墳(

ぜ
ん
ぽ
う
こ

う
え
ん
ふ
ん)

で
す
。
快
天
山
古
墳
は
、
同
時
期
ま
で
に
造

ら
れ
て
い
る
前
方
後
円
墳
と
し
て
は
四
国
で
最
大
の
大
き

さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。 

                

古
墳
の
築
造
文
化
は
畿
内(

き
な
い)

で
発
展
し
て
い
ま

す
が
、
讃
岐
で
は
そ
れ
に
影
響
さ
れ
ず
独
自
の
築
造
様
式

が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
特
徴
を
顕
著
に
示
す

様
式
は
、
畿
内
で
は
墳
丘
主
軸
を
方
位
に
合
わ
せ
て
築
造

す
る
の
に
対
し
て
、
地
形
に
合
わ
せ
て
尾
根
の
主
軸
と
合

致
す
る
よ
う
に
築
い
て
い
る
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
畿
内
で
は
埋
葬
施
設
を
墳
丘
同
様
に
南
北
主
軸

に
す
る
の
に
対
し
、
墳
丘
主
軸
に
斜
行
し
東
西
主
軸
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
讃
岐
の
古
墳
に
し
か
見
ら
れ
な
い
様
式

で
す
。 

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
快
天
山
古
墳
が
築
造
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
快
天
山
古
墳
は
そ
れ
ま
で
に
築
か
れ
て
き
た

讃
岐
型
の
前
方
後
円
墳
と
は
大
き
く
様
相
を
異
に
し
て
い

ま
す
。 

外
見
で
特
に
目
を
ひ
く
の
が
そ
の
大
き
さ
で
す
。
こ
れ

ま
で
に
こ
の
地
域
で
築
か
れ
て
き
た
前
方
後
円
墳
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
巨
大
な
も
の
で
す
。
百
メ
ー
ト
ル
近
い
前

方
後
円
墳
を
丘
陵
上
に
築
く
た
め
に
は
新
し
い
土
木
技
術

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
快
天
山
古
墳
の
築
造
の
際
に
採
用

さ
れ
た
手
法
は
、
段
築(

だ
ん
ち
く)

と
盛
土(

も
り
ど)

で

し
た
。
丘
陵
先
端
部
に
立
地
す
る
た
め
に
地
盤
が
平
野
に

向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
段
築
に
よ
っ
て
平

野
側
に
あ
る
後
円
部
を
前
方
部
の
レ
ベ
ル
に
近
づ
け
る
こ

快天山古墳  
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と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

更
に
、
前
方
部
側
の
ほ
と
ん
ど
が
地
山
を
削
り
出
し
て

整
形
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
後
円
部
側
で
は
大
規
模
な

盛
土
に
よ
っ
て
そ
の
形
状
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
盛
土
は
、
数
種
類
の
土
質
の
も
の
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
水
平
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
土
壌
改
良

を
行
っ
た
土
も
多
用
さ
れ
て
お
り
非
常
に
堅
緻(

け
ん
ち)

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
段
築
は
前
方
部
が
三
段
、
後
円
部
は
三
段

か
そ
れ
以
上
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
各
段
の

斜
面
部
に
は
葺
石(

ふ
き
い
し)
が
施(

ほ
ど
こ)

さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
畿
内
の
古
墳
に
見
ら
れ
る
も
の
と
は
違

っ
て
斜
面
に
敷
き
並
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
簡
易
な
も
の

で
あ
る
こ
と
や
部
位
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
石
材
や
積

み
方
違
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
葺
石
が
採
用
さ
れ

た
初
期
段
階
の
も
の
で
技
術
力
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
が

読
み
取
れ
ま
す
。 

 

各
段
の
テ
ラ
ス
面
お
よ
び
墳
頂
に
は
、
畿
内
の
古
墳
の

よ
う
に
数
珠
な
り
に
並
べ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
三
～
四
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
円
筒
埴
輪(

え
ん
と
う
は
に

わ)

が
立
て
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
壺
形(

つ
ぼ

が
た)

埴
輪
も
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
円
筒
埴
輪
と

組
み
合
わ
せ
て
並
べ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

現
在
、
快
天
山
古
墳
の
後
円
部
墳
頂
に
は
卵
塔(

ら
ん
と

う)

や
五
輪
石(

ご
り
ん
せ
き)

な
ど
が
建
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
住
吉(

す
み
よ
し)

神
社
の
西
南
約
百
メ
ー
ト

ル
付
近
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
真
言
宗(

し
ん
ご
ん
し
ゅ
う)

円
福
寺(

え
ん
ぷ
く
じ)

の
僧
権
大
僧
都
法
印
快
天(

そ
う

ご
ん
だ
い
そ
う
ず
ほ
う
い
ん
か
い
て
ん)

の
卵
塔
が
あ
り
、

こ
れ
が
古
墳
名
称
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
卵

塔
の
周
り
に
は
、
以
前
快
天
山
古
墳
の
主
体
部
が
顔
を
出

し
て
い
ま
し
た
。 

 

快
天
山
古
墳
に
は
、
三
基
の
埋
葬
施
設
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
一
、
二
号
は
竪
穴
式(

た
て
あ
な
し
き)

石
槨(

せ
っ

か
く)

で
三
号
は
粘
土
槨(

ね
ん
ど
か
く)

で
す
。
い
ず
れ
も

棺(

か
ん)

に
は
、
国
分
寺
町
鷲
ノ
山(

わ
し
の
や
ま)

産
の

変
朽
安
山
岩(

へ
ん
き
ゅ
う
あ
ん
ざ
ん
が
ん)

で
つ
く
ら
れ

た
刳
抜
式
割
竹
形
石
棺(

く
み
ぬ
き
し
き
わ
り
た
け
が
た

せ
っ
か
ん)

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
埋
葬
施
設

の
主
軸
は
、
讃
岐
型
の
東
西
で
な
く
南
北
主
軸
と
な
っ
て

お
り
墳
丘
の
主
軸
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
快
天
山
古
墳
は

極
め
て
異
質
な
築
造
形
態
で
、
畿
内
と
讃
岐
の
両
特
徴
を

取
り
入
れ
た
折
衷
型
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

三
基
の
埋
葬
施
設
の
配
列
状
況
を
み
る
と
、
一
、
二
号

は
後
円
部
の
中
心
点
を
挟
み
対
照
的
に
配
置
さ
れ
て
お
り

当
初
か
ら
計
画
的
に
配
列
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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ま
た
三
号
も
一
、
二
号
の
中
間
か
ら
わ
ず
か
に
北
方
に
寄

っ
た
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
お
り
同
族
者
の
墓
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
昭
和
二
十
五
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
石
棺

内
の
頭
部
部
分
は
床
面
よ
り
七
～
八
セ
ン
チ
高
く
造
ら
れ

て
お
り
、
精
巧
な
造
り
付
け
の
石
枕
が
彫
り
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

畿
内
の
大
型
前
方
後
円
墳
か
ら
は
割
竹
形
石
棺
が
出
土

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
割
竹
形
木
棺(

も
っ
か

ん)

の
形
態
に
も
っ
と
も
近
い
二
号
石
棺
が
日
本
最
古
の

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
更
に
研
究
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
二
号
か
ら
わ
ず
か
に
遅
れ
て
一
号
が
造
ら

れ
、
そ
の
後
三
号
が
造
ら
れ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

国
内
で
初
め
て
快
天
山
古
墳
に
採
用
さ
れ
た
刳
抜
式
石

棺
は
、
中
央
で
も
認
め
ら
れ
、
県
内
の
首
長
墓
は
も
と
よ

り
岡
山
や
大
阪
の
古
墳
に
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
讃
岐
に
古
く
か
ら
石
を
使
う
と
い
う
文
化
が
確
立
し

て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
石
工
の
技
術
が
磨
か
れ
て
い
た
こ

と
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
央
政
権
と
の
強
い
関

わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

主
体
部
か
ら
の
出
土
品
は
、
一
号
は
盗
掘
を
受
け
て
い

る
よ
う
で
荒
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
棺

の
内
外
か
ら
多
数
の
副
葬
品(

ふ
く
そ
う
ひ
ん)

が
出
土
し

て
い
ま
す
。
副
葬
品
に
は
後
漢(

ご
か
ん)

時
代
に
中
国
で

作
ら
れ
た
獣
文
縁
方
格
規
矩
四
神
鏡(

じ
ゅ
う
も
ん
ぶ
ち

ほ
う
か
く
き
く
し
し
ん
き
ょ
う)

も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
被
葬
者
の
権
力
の
大
き
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
尚
、
二
号
か
ら
は
中
年
女
性
、
三
号
か
ら
は

青
年
男
性
の
人
骨
も
出
土
し
た
よ
う
で
す
。 

 

讃
岐
独
自
の
前
方
後
円
墳
築
造
文
化
の
中
に
、
他
に
先

駆
け
て
畿
内
の
築
造
様
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き
た

快
天
山
古
墳
は
、
被
葬
者
の
大
き
な
政
治
力
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
石
棺
に
代
表
さ
れ
る
快
天
山
古
墳
の
築
造
様
式

が
中
央
の
古
墳
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
快
天
山
古
墳
は
、
香
川
県
の
み
な
ら
ず
四
国
・
瀬

戸
内
地
域
の
古
墳
文
化
や
、
奈
良
盆
地
を
中
心
と
し
た
畿

内
政
権
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
古
墳
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。 

 

８ 

横
山

よ
こ
や
ま

経

塚

き
ょ
う
づ
か

古
墳
群
、
横 よ

こ

峰 み
ね

古
墳
群
、 

陣 じ
ん

の
丸 ま

る

古
墳
群 

（
県
史
跡 

昭
和
四
十
八
年
五
月
十
二
日
指
定
） 

 

丸
亀
市
綾
歌
町
東
部
で
、
綾
川
町
と
境
界
を
共
に
す
る

丘
陵
上
に
点
在
す
る
古
墳
群
。 
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横
山
経
塚
古
墳
群
と
横
峰
古
墳
群
は
、
讃
岐
型
古
墳
の

特
徴
を
備
え
る
積
石
塚
古
墳
で
、
高
松
市
の
石
清
尾
山
古

墳
群
と
共
に
積
石
塚
群
と
し
て
有
名
で
す
。
横
山
か
ら
竜

王
山
の
間
の
丘
陵
上
に
前
方
後
円
墳
や
円
墳
が
点
在
し
て

い
ま
す
。 

い
ず
れ
の
古
墳
も
本
体
は
大
き
く
崩
れ
て
い
る
部
分
が

あ
り
、
盗
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
発
掘

調
査
は
さ
れ
て
お
ら
ず
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
古
墳
時
代

前
期
前
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

付
近
の
山
中
で
は
、
至
る
所
で
安
山
岩
片
が
露
出
し
て

お
り
、
古
墳
築
造
の
際
に
も
容
易
に
石
材
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

墳
丘
形
状
は
、
前
方
後
円
墳
と
円
墳
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
規
模
は
墳
長
九
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
十
二
メ
ー
ト
ル

と
様
々
で
す
。 

陣
の
丸
古
墳
群
は
、
通
称
「
陣
の
丸
」
と
呼
ば
れ
る
高

原
状
の
独
立
丘
陵
上
に
位
置
す
る
古
墳
群
で
す
。
延
長
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
丘
陵
上
に
二
基
の
前
方
後
円
墳
が
間
に

方
墳
を
挟
ん
で
向
き
合
う
と
い
う
類
を
見
な
い
配
列
と
な

っ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

い
ず
れ
の
古
墳
も
、
古
墳
時
代
前
期
の
中
で
も
早
い
段

階
に
築
か
れ
た
も
の
で
、
讃
岐
の
古
墳
出
現
期
を
考
え
る

う
え
で
特
に
貴
重
な
古
墳
で
す
。 

 
 

      

            
陣の丸古墳群：第２号古墳 →  

← 陣の丸古墳群：測量図  
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９ 

住
吉
神
社 

 

祭
神
は
、
表 う

わ

筒
男

つ
つ
の
お
の

命
み
こ
と

、
中
筒
男

な
か
つ
つ
の
お
の

命
み
こ
と

、
底 そ

こ

筒
男

つ
つ
の
お
の

命
み
こ
と

。

合
祀
祭
神
は
、
須
佐
之
男

す

さ

の

お

の

命
み
こ
と

。 

創
祀
は
、
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
七
）
。
当
時
、
こ

の
地
に
は
大
き
な
池
が
あ
り
、
大
樹
が
茂
り
、
そ
の
下
に

小
祠
が
鎮
座
し
て
い
ま
し
た
。
応
永
年
間
（
一
三
九
四
～

一
四
二
八
）
、
綾
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
氾
濫
に
伴
う
洪
水

で
民
家
が
漂
流
し
て
き
ま
し
た
。
人
々
は
流
さ
れ
る
屋
上

か
ら
、
小
祠
を
一
心
に
拝
み
、
身
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
一
群
の
白
鷺
が
社
か
ら
飛
び
出
て
、
東
を

さ
し
て
水
面
を
渡
り
飛
び
去
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
満
々

と
溢
れ
て
い
た
水
が
一
瞬
の
う
ち
に
流
れ
去
り
、
九
死
に

一
生
を
得
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
里
人

は
社
殿
を
造
り
、
氏
神
と
し
て
尊
崇
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
伝
え
か
ら
、
こ
の
池
を
渡
池
と
称
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

住
吉
神
社
は
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
に
兵

火
に
か
か
り
一
時
衰
え
ま
し
た
。 

現
在
、
境
内
に
あ
る
神
庫
は
、
元
々
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

西
に
あ
っ
た
円
福
寺
の
護
摩
堂
で
す
。 

         

横山経塚古墳群：第４号古墳  

住吉神社  
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１０ 
 

渡
わ
た
り

池 

 
高
松
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
讃
岐
国
絵
図
」
（
寛
永
十 

（
一
六
三
三
）
）
年
に
も
描
か
れ
て
い
る
大
き
な
た
め
池
で

す
。 か

つ
て
、
綾
川
は
堤
山
（
つ
つ
ま
や
ま
）
の
裾
を
通
り
、

丸
亀
平
野
に
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
流
域
と
な
り

坂
出
に
注
ぐ
と
、
巨
大
な
池
が
築
か
れ
た
よ
う
で
す
。 

渡
池
は
、
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
に
干
拓
さ
れ
、
約
四
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
堤
は
残
さ

れ
て
い
る
た
め
、
当
時
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

１１ 

佐
古

さ

こ

川 が
わ

・
窪
田

く

ぼ

た

遺
跡 

南
部
連
山
か
ら
北
部
に
派
生
す
る
丘
陵
先
端
部
の
裾
に

所
在
す
る
周
溝
墓
群
。
南
西
側
に
は
縄
文
時
代
晩
期
か
ら

中
世
に
か
け
て
営
ま
れ
て
き
た
大
集
落
で
あ
る
佐
古
川
遺

跡
が
展
開
し
、
南
の
丘
陵
上
に
は
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら

古
墳
時
代
初
頭
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
石
塚
山
古
墳
群
が

所
在
し
ま
す
。 

弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
円
形

周
溝
墓
及
び
方
形
周
溝
墓
の
群
集
が
見
ら
れ
ま
す
。
周
溝

を
共
有
し
て
計
画
的
に
築
か
れ
た
周
溝
墓
は
、
い
く
つ
か

の
周
溝
墓
が
ま
と
ま
り
を
持
ち
、
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
区

分
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
集
落
単
位
で
墓
域
の
中
で
の
区
画

割
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

国
道
三
十
二
号
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
確

認
さ
れ
た
の
は
約
四
十
基
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ

た
周
溝
墓
群
が
発
見
さ
れ
る
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
も

の
で
す
。 

各
周
溝
墓
は
、
中
央
に
主
体
部
を
配
置
し
て
お
り
、
竪

穴
式
の
土
壙
に
組
合
木
棺
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。 
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５月２８日（日）復路 

◆ことでん琴平線 

 （羽床駅）      （高松駅）     

１２：２９発 →  １３：１３ 着              

次回のふるさと探訪は… 

 

テ － マ 無形文化財水任流泳法見学と史跡を訪ねる（予定） 

と  き   平成２９年７月２日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  玉藻公園西門付近（大的場海岸解散） 

講   師  福家 恵美子(水任流保存会師範) 

穴吹 一雄(水任流保存会事務局長) 

参 加 費  無料 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」６月１５日号に開催案内を掲載しますの

で、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始 

時間まで」）でお知らせします。 

（電話が通じない場合は、「実施」です。） 
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「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


